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資料 ３‐１ 

小児がん拠点病院としての北海道大学病院(1) 
(1)チームによる集学的治療の実施 

 ・キャンサーボードの定例化。緩和ケアチームや若手医師や研修医も参加 

 ・療育やプレパレーションなどの積極的な展開（看護師＆CLS) 

(2)再発・難治がんへの対応 

 ・腫瘍センター内に小児がんチームが設置され専任の 

  教員が採用 

 ・小児造血幹細胞移植専用の無菌室が増設 

 ・新規治療や治験への積極的参加 

(3)病床確保の対応 

 ・新規の症例はほぼ即日入院可能。 

(4)思春期のがん患者への診療と長期フォローアップ 

 ・小児がん診療に全病院を挙げて取り組む体制を構築 

  （小児がん拠点病院推進事業会議が設立） 

 ・長期フォロー、生殖細胞保存など院内WGが設置され小児と成人の診療科の連携が確認 

(5)他の小児がん診療病院との連携 

 ・北海道全域（他大学病院を含む）から患者を受け入れ 

 ・定期的な研究会や症例検討会が開催 

(6)地域連携のための取り組み 

 ・小児がん専門医だけでなく小児神経や内分泌専門医などの地域中核病院での出張外来の開設 

 ・在宅医療機関と連携を強化 

 ・地域中核病院での講演会・勉強会開催 
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(7)人材育成・交流、講演会開催 

 ・小児がん勉強会、カンファレンス、講演会の定例化。 

 ・カンファレンスへの積極的な緩和ケアチームの参加 

(8)臨床研究への参加 

 ・JPLSGなどの多施設共同研究 

 ・小児がん拠点病院を中心とした臨床研究の開始 

(9)行政（北海道）との連携 

 ・2013年度に北海道の委託事業により北海道内の小児がん診療の実態調査を実施 

 ・北海道主催の小児がん医療連携体制検討小委員会が定期的に行われている。 

(10) 臨時キャンサーボードシステムの構築 

 ・院内臨時キャンサーボード開催体制を整備した。 

(11)院内学級の整備、特に教員の増員。 

 ・2015年度から小中学部の分校化が実現し教員数増加しベッドサイドでの授業がようやく実現 

小児がん拠点病院としての北海道大学病院(2) 
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北海道ブロックの概要 

◎ 

★北海道大学病院 
●北海道がんセンター 
●札幌医科大学附属病院 
●ＫＫＲ札幌医療センター 
●札幌北楡病院 
●北海道立子ども総合医療・ 
 療育センター（コドモックル） 
●天使病院 
●市立札幌病院 
 

●市立函館病院 
●函館五稜郭病院 

●砂川市立病院 

●日鋼記念病院 

●王子総合病院 
●苫小牧市立病院 

●旭川医科大学病院 
●市立旭川病院 

●北見赤十字病院 

●帯広厚生病院 
●帯広協会病院 

●市立釧路総合病院 
●釧路赤十字病院 

北海道全域から患者を受入れ 
長期フォローアップの連携 

●名寄市立総合病院 

●稚内市立病院 

紹介元及び紹介先件数

2012年 2013年 2014年

他院から紹介された小児がん患者数 47 58 37

小児がん患者の紹介を受けた医療機関数 31 40 25

小児がん患者の他施設への紹介患者 15 14 23

小児がん患者を紹介した医療機関数 14 11 20
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診療実績（北海道ブロック） 

・2010年-2015年度の総計 
・北海道内の小児がん診療病院から収集 
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北海道ブロックでの研修会 

◎ 

★北海道大学病院 
●北海道がんセンター 
●札幌医科大学附属病院 
●ＫＫＲ札幌医療センター 
●札幌北楡病院 
●北海道立子ども総合医療・ 
 療育センター（コドモックル） 
●天使病院 
●市立札幌病院 
 

●市立函館病院 
●函館五稜郭病院 

●砂川市立病院 

●日鋼記念病院 

●王子総合病院 
●苫小牧市立病院 

●旭川医科大学病院 
●市立旭川病院 

●北見赤十字病院 

●帯広厚生病院 
●帯広協会病院 

●市立釧路総合病院 
●釧路赤十字病院 

北海道全域で研修会を開催 

●名寄市立総合病院 

●稚内市立病院 
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2.研修の実施体制 

時期 研修名 参加者 

1 9月 小児がん医療者セミナー「緩和ケ
ア」 

医師・歯科医師・看護師・メディカル
スタッフ・その他 

2 11月 小児がん医療者セミナー・市民公
開講座合同「赤はなの先生」 

医師・歯科医師・看護師・メディカル
スタッフ・患者と家族・その他 

3 12月 腫瘍センターセミナー「小児がん相
談員の役割」 

医師・歯科医師・看護師・メディカル
スタッフ・その他 

4 1月 腫瘍センターセミナー「性腺機能障
害」 

医師・歯科医師・看護師・メディカル
スタッフ・その他 

5 3月 腫瘍センターセミナー「陽子線治
療」 

医師・歯科医師・看護師・メディカル
スタッフ・その他 
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看護・相談体制 

 

• 小児科病棟にがん化学療法認定看護師2名をつけた 

• 次年度、小児看護専門看護師を採用予定 

 

• 小児がんの子どもをもつ家族同士が交流を図ることを
目的にサロンを開設した 

• 月一回、計10回開催、ミニレクチャーを医師・看護師・
メディカルスタッフが行った 

• 参加家族数のべ80名 

• 次年度、小児がん体験者・家族の会を企画 
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情報の収集提供体制 

• 小児がん患者さんとご家族のためのサポート
ブックを作製し、北海道内の医療機関に配布 

• 医療者と患者団体から電話相談 
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北海道大学病院 小児がんチームの 
ホームページからダウンロード可能！ 
 
http://cancer.huhp.hokudai.ac.jp/wp-
content/uploads/2016/06/bb49cbc8946c2
7a5c013cce70352637c.pdf 
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患者の発育及び教育等の環境整備  

• 復学する際の課題を関係者で共有し、子ども
がスムースに学校に戻ることを目的に復学支
援会議を企画した 

• 計8回開催＊（参加者） 原籍校教頭・担任・

養護教諭、分 校教員、医師、看護師、子ど
も療養支援士、保育士、患者と保護者 

• 次年度、入院時からの教育支援システム構
築 
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課題も山積 

(1)ファミリーハウスの増設や近郊のホテルなどとの連携で患者・家族が廉価な宿泊   
 できる環境整備 
 ・現在のファミリーハウスは常に満員であり、増設費用やホテル補助には一定の財政援助が必要である。 
 

(2) 小児医療を目指す人材の確保 
 ・教育、研修のシステムは構築され、専門医の国内外の研修も実現できたが、小児科や小児外科 
  を志望する若い研修医が増加していない。 
 ・小児看護専門看護師の育成 
 
 小児医療の魅力について発信するなどの自助努力だけでは人材は集まらない。 
 
 小児の診療報酬の増額など小児医療が病院経営に寄与できるような施策 
 小児科医の時間外労働軽減のための全診療科を挙げての取り組み 
 子育て中の女性医師の復職支援と女性医師自身の時間外勤務への努力 
 

(3)院内教育施設としての高等学校の設置 
 ・義務教育でない高等学校の整備はハードルが高い。 
 ・小児がん拠点病院については院内教育施設としての高等学校の設置を義務化するなどの施策がないと  
  現行の教育制度のなかでは院内教育施設としての高等学校の設置は非常に困難 
 

(4)小児がん拠点病院でないとできないような治験・臨床研究に予算措置が必要 
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